
 

令和４年度 事業報告書 

 

                            公益財団法人 滋賀県生活衛生営業指導センター 

 

 県内の生活衛生関係営業（生衛業）の経営健全化を通じて衛生水準の維持向上を図り、あわせて消費者・利用者の利益

擁護に努め、各生活衛生同業組合を中心とする業界の自主的活動の充実と振興を図るとともに、経営指導相談体制の一層

の充実強化を目的として令和４年度の事業を次のとおり実施した。 

 なお、年度末現在の指導センター役職員名簿は〈別表1-1〉、評議員名簿は〈別表1-2〉のとおりである。 

 

１．会議に関する事業 

 

日 場所 会議名 内容 

R4.4.21 全国生衛会館 
事務局代表

者会議 
全国センター主催の都道府県事務局代表者会議  

R4.5.24 
生衛協会会議

室 
監査会 決算報告書に基づく監査 

R4.5.30 
日本公庫大津

支店会議室 

第 1 回理事

会 

令和３年度の事業報告・決算報告承認、定時評議員会の開催議案、、衛

生水準確保向上・後継者育成・健康福祉対策事業等の実施、収益力向上

事業・経営支援緊急対策事業等の実施、他について  

R4.6.14 
ピアザ淡海会

議室 

定時評議員

会 

令和３年度の事業報告、令和３年度の貸借対照表・正味財産増減計算書

および財産目録等の決算承認、他について 

R4.9.29 

大阪キャスル

ホテル（大阪

市） 

近畿ブロッ

ク会議 
近畿ブロック経営指導員・事務職員会議 

R4.12.5 
日本公庫大津

支店会議室 

第２回理事

会 

本年度の予算補正ならびに来年度の予算見通し、各組合における本年度

の振興事業実績報告と来年度の事業計画・全国指導センターが実施する

生衛業デジタル化推進事業・収益力向上セミナー事業等、来年度実施予

定の県総務課による公益法人検査、他について 

R5.3.20 
日本公庫大津

支店会議室 

第３回理事

会 

令和４年度予算の補正、令和５年度の事業計画、予算計画（各組合との

共催の振興事業予算含む）の決定、定時評議員会の開催日程・議題およ

び監査会、理事会の日程等、衛生水準の確保向上事業等の実施、全国セ

ンターと連携して実施する「生活衛生関係営業経営支援緊急対策事業」    

の一環として実施する「生衛組合による支援ニーズ発掘のための巡回相

談等」、その他について 

 

 

 

 

 

 



 

２．経営指導に関する事業 

 

 生衛業の経営に関する指導および営業施設の近代化・合理化に関し、専門的指導を強化するために「経営指導員設置運

営要綱」に基づき経営指導員３名が設置されている。 

 経営指導員は、生衛業者に対する個別の実地指導をはじめとして、小集団の経営に関する相談指導、業種別による経営

特別相談員と経営相談員の指導、各単位組合の日本政策金融公庫融資についての指導、滋賀県が実施する経営指導への協

力、相談室に関する事業等を実施した。 

 

 

３．相談室の運営に関する事業 

  

（１） 「相談室整備要綱」に基づき、経営指導員ならびに経営特別相談員が相談業務にあたった。 

また、相談室の運営についての庶務を事務職員が担当した。 

 

（２） 相談日は、日曜、土曜、祭日等を除く毎日の午前９時から午後５時とした。相談の方法は面接の他、電話等にも応じ

るとともに、相談事項の秘密は厳守し、相談費用は無料とした。 

 

（３） 相談室の設置を業界ならびに県民に周知させるための広報宣伝に努めた。 

 

 

４．税務相談に関する事業 

 

指導センター相談室および顧問税理士事務所で随時、税務の個別相談を行った。 

また、県下の６保健所地区で税務研修会ならびに税務相談会を実施した。 

なお、税理士山本哲郎氏に顧問を委嘱した。 

 

日 場所 日 場所 

R5.1.30 彦根勤労福祉会館たちばな R5.2.13 甲賀保健所 

R5.1.30 近江八幡勤労者福祉センター R5.2.27 長浜まちづくりセンター 

R5.2.6 八日市商工会議所 R5.2.27 大津市ふれあいプラザ 

R5.2.7 栗東市商工会   

 

また、税務対策として次のとおり税務連絡会・研修会および申告会を開催した。 

 

日 場所 内容 

R4.11.15 琵琶湖ホテル 主幹税務署（大津税務署）との連絡会議・税務研修会を開催した。 

R5.3.6 大津市ふれあいプラザ 
確定申告期間中に、大津納税協会の協力を得て税務の確定申告会を

開催した。（担当 山本税理士） 

 

 

５．地区相談に関する事業 

 

（１） 地区相談室の開催 

 ① 県下生活衛生営業の近代化、合理化ならびに衛生水準の向上を促進するため、次の日程により、各保健所管内に

相談会場（地区相談室）を開設した。 

 



 

 ② 相談には、経営指導員、経営特別相談員、経営相談員を配置し、個別にあるいは 集団で相談に応じた。開設状

況は次のとおりである。 

 

日 場所 日 場所 

R4.11.14 今津東コミュニティセンター R5.2.7 栗東市商工会 

R5.1.30 彦根勤労福祉会館たちばな R5.2.13 甲賀保健所 

R5.1.30 近江八幡勤労者福祉センター R5.2.27 長浜まちづくりセンター 

R5.2.6 八日市商工会議所 R5.2.27 大津市ふれあいプラザ 

相談内容 
金融（日本政策金融公庫 一般貸付・生衛業経営改善貸付・振興貸付・新型コロナウイルス感染症特別

貸付等）、衛生、設備、経営、労務、その他について 

 

（２） 営業施設の自主点検、自主管理 

 
① 「自主点検実施要領」に基づき、県下の生活衛生業界の衛生水準の向上と消費者・利用者に対する信用度の向上

を図るとともに、それぞれの営業者の意見を組織活動に反映させるため、この事業を実施した。 

 ② 点検項目は業種別に設定し、営業者の個別の点検結果をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄに判定し、総評点にまとめた。 

 

＊点検結果は×の数によって次のとおりＡ～Ｄに判定。 

×の数 ０ １～５ ６～１０ １１以上 

判 定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 ③ 令和４年度生活衛生営業施設の自主点検実施の結果について、次のとおりである。 

  「点検数」と「判定」の業種別合計および支部別合計 （点検日：令和4年10月1日） 

 

 
 

(1) (2) (3)=      　 　　　　判定 (4)= (5)

区 (2)/(1) （ 点検結果は×の数 ） (1)-(2) 点検比

分 施設 ハガキ 点検 点検 A B C D ハガキ 率前年

対象数 実施数 比率％ 0 1～5 6～10 11以上 未点検 比％

サ 理容 340 207 60.9 184 23 0 0 133 107.2
! 美容 413 180 43.6 149 31 0 0 233 113.5

ビ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 36 20 55.6 14 6 0 0 16 137.3

ス 興行 5 3 60.0 3 0 0 0 2 60.0

施 公衆浴場 12 8 66.7 5 3 0 0 4 100.0

設 旅館ﾎﾃﾙ 183 62 33.9 51 11 0 0 121 111.5

計(1) 989 480 48.5 406 74 0 0 509 110.0

食 食肉 95 32 33.7 31 1 0 0 63 117.8

品 すし・料理 42 15 35.7 15 0 0 0 27 109.5

施 喫茶飲食 207 55 26.6 52 3 0 0 152 114.7

社交飲食 82 26 31.7 25 1 0 0 56 95.2

設 計(2) 426 128 30.0 123 5 0 0 298 110.3

　合計(1)+(2) 1,415 608 43.0 529 79 0 0 807 110.0

構成比% 87.0 13.0 0.0 0.0

業種別合計



 

 

   ④本年度からオンラインによる自主点検報告システムを試験運用している。 

 

６．経営相談員会（支部組織を含む）に関する事業 

  

（１） 経営相談員の配置状況は次のとおりである 

 「経営相談員設置要綱」に基づいて、下記のとおり９１名（年度末）の経営相談員が設置されており、相談員会の

実地活動を通じて生衛業者の衛生水準の向上と経営の健全化に努めた。 

 

①依頼状況は次のとおりである。 

年度当初相談員数 91名 年度途中退任者数 0名 養成講習修了者数 ※ 7名 

年度末合計 91名 年度末退任者数 5名 次年度当初相談員数 93名 

                                  ※（新年度再任者含む） 

②年度の途中退任者は次のとおりである。 

無し      

 

③年度末退任者は次のとおりである。 

理容 上林 善治 理容 小川 悟 美容 中島 房子 

美容 田村 きみ枝 旅館 片岡 哲司   

 

④相談員適正配置のため、また来年度が相談員の依頼更新期にあたるので、これに対し組合推薦の新たな相

談員予定者に対し経営相談員養成講習会を下記の通り実施した。 

支部別合計
(1) (2) (3)=      　 　　　　判定 (4)= (5)

区 (2)/(1) （ 点検結果は×の数 ） (1)-(2) 点検比

分 支部 ハガキ 点検 点検 A B C D ハガキ 率前年

対象数 実施数 比率％ 0 1～5 6～10 11以上 未点検 比％

大津 222 103 46.4 88 15 0 0 119 107.4

草津 183 87 47.5 74 13 0 0 96 113.9

甲賀 112 63 56.3 54 9 0 0 49 118.8

サ 八日市 98 50 51.0 44 6 0 0 48 102.0
! 八幡 62 30 48.4 23 7 0 0 32 110.3

ビ 彦根 111 46 41.4 39 7 0 0 65 125.5

ス 長浜 107 51 47.7 41 10 0 0 56 109.9

設 高島 94 50 53.2 43 7 0 0 44 96.2

計(1) 989 480 48.5 406 74 0 0 509 110.0

構成比% 84.6 15.4 0.0 0.0

大津 82 24 29.3 24 0 0 0 58 107.3

草津 77 24 31.2 22 2 0 0 53 161.7

食 甲賀 26 11 42.3 11 0 0 0 15 95.3

八日市 23 8 34.8 7 1 0 0 15 167.3

品 八幡 38 8 21.1 8 0 0 0 30 84.4

彦根 130 42 32.3 40 2 0 0 88 107.0

施 長浜 32 5 15.6 5 0 0 0 27 78.0

高島 18 6 33.3 6 0 0 0 12 75.0

設 計(2) 426 128 30.0 123 5 0 0 298 110.3

構成比% 96.1 3.9 0.0 0.0

　合計(1)+(2) 1,415 608 43.0 529 79 0 0 807 110.0

構成比% 87.0 13.0 0.0 0.0



 

実施日：令和５年２月２０日 会場：コラボしが２１ 

 
内容 講師 

「生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関する法律」
および生活衛生関係営業施設衛生管理等について 

滋賀県健康医療福祉部生活衛生課 
主任技師 川副 千晶 

生活衛生融資について 
日本政策金融公庫大津支店  
融資課長 永瀬 雄一郎 

生活衛生営業の企業診断について 中小企業診断士 田畑 一佳 

生活衛生営業の税制について 指導センター顧問税理士 山本 哲郎 

労務管理について 指導センター顧問社会保険労務士 玉置 泰弘 

 

養成講習修了者は次のとおりである。 

 

理容 桑田 清孝 理容 田中 淳哉 理容 上村 武史 

旅館 池見 喜博 旅館 片岡 良介   

 

なお、新年度再任者は次の通りである。 

 

理容 北條 利幸 センター（協会） 木野 光雄   

 
（２） 経営相談員会の会議等開催状況は次のとおりである。 

 

日 場所 会議名等 主な議案等 

R4.7.4 琵琶湖ホテル 第４９回定期総会 
前年度事業報告・決算報告承認、本年度事業計画・予算計

画決定、他について 

R5.1.23 
ホテルボストン

プラザ草津 
新年あいさつ会 業種間および各地域間の情報交換と懇親 

R5.3.27 
生衛事務所会議

室 
幹事会 次年度事業計画・次年度定期総会、他について 

 

（３） 相談員会各支部の総会開催状況は次のとおりである。 

 

日 場所 支部名 備考 

R4.8.29 鮨匠いま村 大津支部  

R4.8.8 栗東商工会 草津支部 書面決議で実施 

  - - 甲賀支部 コロナ禍により中止 

R4.7.25 柳家 八日市支部  

R5.1.30 近江八幡勤労福祉センター 八幡支部  

R4.6.13 魚市 彦根支部  

  - - 長浜支部 コロナ禍により中止 

R5.1.30 白浜荘 高島支部 コロナ禍により中止 

 

（４） 経営相談員の研修会を次のとおり実施した。 

 

日 場所 内容 講師等 

R4.7.4 琵琶湖ホテル 
小さなお店の新規客の集め方とファンづく
り戦略 

(有)いろは代表マーケティング 
コンサルタント 竹内 謙礼 

R4.9.12 琵琶湖ホテル 売上アップにつながる写真の撮り方 
フォト・パートナーズ(株)代表取締
役・中小企業診断士・MBA（経営学修
士）カメラマン 石田紀彦 

R4.9.12 琵琶湖ホテル 生衛業の感染症対策 
滋賀県衛生科学センター 健康科
学情報係 小林亮太 



 

R4.9.12 琵琶湖ホテル 
インボイス制度導入と電子帳簿保存法改正
について 

大津税務署 記帳指導推進官  
山本良輔 

R4.9.12 琵琶湖ホテル 
生活衛生貸付（振興貸付、経営改善貸付（衛
経）、新型コロナ感染症に対する緊急対応策
等）について 

日本政策金融公庫大津支店国民生
活事業融資課長 永瀬雄一郎 

R5.1.23  
ホテルボストン
プラザ草津 

最近話題のパワハラについて 
（顧客のカスタマーハラスメントと事業所
内のパワーハラスメントへの対応） 

滋賀県生活衛生営業指導センター 
顧問弁護士 中井陽一 氏 

R5.1.23  
ホテルボストン
プラザ草津 

小さくても強いお店のつくりかた 
船井総研 元 上席コンサルタント 
越境舎代表 岸本隆行 

R5.1.23  
ホテルボストン
プラザ草津 

地域包括ケアの取り組みについて 
岩手県生活衛生営業指導センター 
経営指導員 佐々木浩明 

R5.1.23  
ホテルボストン
プラザ草津 

＜生衛業再発見シリーズ＞ 
理容業のハサミなどの刃物砥ぎの実演 

日本理容技術学建設会滋賀本部長 
大阪タマコー研磨教室会長 
 理容師 高瀬伊佐雄 

 

（５） 経営相談員会各支部主催の支部独自研修会及び支部と指導センター共催の研修会を次のとおり実施した。 

 

日 場所 内容 講師等 

R4.8.29 鮨匠いま村 

①生活衛生関係営業施設の衛生管理や大津市

保健所の取組等について 

②生活衛生貸付や景気動向等について 

経相大津支部 

①大津市保健所衛生課長 丸山政良 

②日本公庫大津支店長 桶土井雅章 

R4.11.14 
今津東コミュニ

ティセンター 

生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 超

基本編 

経相高島支部とｾﾝﾀｰ共催 

中小企業診断士 望月 啓司 

R5.1.30 
彦根勤労福祉

会館たちばな 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相彦根支部とｾﾝﾀｰ共催 

①中小企業診断士 加瀬 秀樹 

②ｾﾝﾀｰ顧問税理士 山本 哲郎 

R5.1.30 

近江八幡勤労

者福祉センタ

ー 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相八幡支部とｾﾝﾀｰ共催 

①中小企業診断士 加瀬 秀樹 

②ｾﾝﾀｰ顧問税理士 山本 哲郎 

R5.2.6 
八日市商工会

議所 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相八日市支部とｾﾝﾀｰ共催 

①中小企業診断士 岩崎 弘之 

②ｾﾝﾀｰ顧問税理士 山本 哲郎 

R5.2.7 栗東市商工会 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相甲賀支部とｾﾝﾀｰ共催 

①中小企業診断士 岩崎 弘之 

②ｾﾝﾀｰ顧問税理士 山本 哲郎 

R5.2.13 甲賀保健所 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相草津支部とｾﾝﾀｰ共催 

①中小企業診断士 望月 啓司 

②ｾﾝﾀｰ顧問税理士 山本 哲郎 

R5.2.27 

長浜まちづくり

センターセンタ

ー 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相長浜支部とｾﾝﾀｰ共催 

①中小企業診断士 堀江 明 

②ｾﾝﾀｰ顧問税理士 山本 哲郎 

R5.2.27 
大津市ふれあ

いプラザ 

①生衛業の集客に効果的なデジタルの活用法 

超基本編、②令和４年税制改正とインボイス制

度と電子帳簿保存法について 

経相大津支部・ｾﾝﾀｰ共催 税理士・

中小企業診断士 山本 善通 

 

（６） 経営相談員は、各自で相談業務を行なったものについて、次の区分により取扱い件数（活動報告書）を相談員会各支

部長に提出し、支部長は相談員会長に報告した。 

 

 ① 経営相談員の相談指導等による取扱い件数 

 



 

 
 

 ② 県の実施する相談指導事業には、前各号に記載されたものの他、適時その要請に応え協力している。 

 

 

７．相談指導顧問に関する事業 

 

 当指導センターの顧問として弁護士中井陽一氏ならびに社会保険労務士玉置泰弘氏を委嘱し、生衛業に関する諸問題を、

指導センター相談室および委嘱顧問弁護士事務所、社会保険労務士事務所において、個別に相談指導を実施した。 

また、消費者対策等の研修を実施した。 

日 場所 内容 講師等 

R4.10.30 コラボしが２１ クリーニング業のクレーム対策について 指導センター顧問弁護士 中井陽一 

R4.11.27 コラボしが２１ クリーニング業のクレーム対策について 指導センター顧問弁護士 中井陽一 

 

 

８．融資指導に関する事業 

 

（１） 生活衛生経営改善資金の融資指導に関する事業 

 ① この資金の有効適切な利用による経営の近代化・合理化を促進させるため、「滋賀県生活衛生経営改善資金推薦事

務取扱要領」に基づいてこの融資指導業務を行なった。 

 

 

② 借入金等の返済の延滞や事故防止を図るため、日本政策金融公庫大津支店・彦根支店の国民生活事業との「生活

衛生経営改善融資制度の事後指導にかかる連絡体制の覚書」に基づいて事後指導に努めるとともに、事故件数が

５件を超える該当組合について指導相談の見直しを要請した。 

 ③ 手続きの簡素化、返済期間の延長等この制度の改善について関係方面に要請した。 

 ④ 「生活衛生経営改善資金特別融資審査委員会」では、借入申し込み者に対する案件について審査し、組合とのダ

ブルチェック機能を果した。年度末の審査委員名簿は〈別表１-３〉のとおりである。 

 ⑤ 借入申込者に対する推薦の可否・推薦金額の審査決定について特別融資審査委員会を開催した。特別融資審査委

員会の開催および貸付推薦状況は次のとおりである。 

 

特別融資審査委員会開催状況 

生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付の条件が有利なこともあって申込案件が無かったため特別融資審査委員

会開催の開催はなかった。 

貸付推薦状況等 

貸付推薦件数合計 ０件 貸付推薦金額合計 - 

(対前年比) ( - ％) (対前年比) ( - ％) 

 

制度発足以来の推薦 
合計件数 合計金額 １件当り平均推薦額 

１，６２６件 ３７億７，５８８万円 ２３２万円 

令和４年度経営相談員活動報告の結果

大津 草津 甲賀 八日市 八幡 彦根 長浜 高島 合計

1
経理･税務･金融･労務等経
営に関するもの

225 116 57 32 7 43 11 22 513

2 営業設備に関するもの 99 37 33 9 7 16 8 9 218

3
届け出および融資等事務手
続きに関するもの

134 36 35 11 3 15 5 8 247

4
その他生衛指導相談に関す
るもの

115 59 11 13 11 54 7 19 289

573 248 136 65 28 128 31 58 1,267

33.7 22.5 9.1 8.1 4.7 9.1 3.9 6.4 14.4

17 11 15 8 6 14 8 9 88
※経営相談員数に経営指導員は含まず。

 　　　　　　　　支部
　項目等

経営相談員数(年度当初)※

相談員1人当たり取扱件数

総件数



 

なお、本年度ならびに本制度が発足した昭和４８年以来の業種別貸付推薦状況は〈別表２〉のとおりである。 

 

 ⑥ 経営特別相談員の設置ならびに研修会については次のとおりである。 

  a. 当制度資金活用の要の役割を担っている経営特別相談員は「経営特別相談員制度要綱」に基づいて５５名（年

度末、経営指導員含む）が滋賀県知事から依頼されている。（理事長職期間は活動停止） 

経営特別相談員は経営全般に関する相談指導を担当するほか、主として生活衛生経営改善資金の相談指導を行っ

た。年度末の経営特別相談員名簿は〈別表３〉のとおりである。 

  b.経営特別相談員の資質を向上させるため、全国生衛指導センターの委託を受けて次のとおり研修会を実施し

た。 

実施日：令和4年9月12日 会場：琵琶湖ホテル 

内容 講師等 

売上アップにつながる写真の撮り方 
フォト・パートナーズ(株)代表取締役・中小企業診断士・MBA

（経営学修士）カメラマン 石田紀彦 

生衛業の感染症対策 滋賀県衛生科学センター 健康科学情報係 小林亮太 

インボイス制度導入と電子帳簿保存法改正について 
大津税務署 記帳指導推進官  

山本良輔 

生活衛生貸付（振興貸付、経営改善貸付（衛経）、新型

コロナ感染症に対する緊急対応策等）について 

日本政策金融公庫大津支店国民生活事業融資課長 

永瀬雄一郎 

 

（２）日本政策金融公庫一般貸付推薦事務 

   日本政策金融公庫一般貸付推薦事務を滋賀県から依頼を受け実施した。申込状況等は次のとおりである。 

 

申込総件数、 

総金額 

申込総件数 申込総件数対前年比 申込総金額 申込総金額対前年比 １件当り平均 

6件 100.0 % 8,129万円 156.7% 1,355万円 

 

既存、新規別状況 
区分 既存業者 独立開業者 新規開業者 

件数 0件 6件 6件 

 

貸付決定状況 

(R5.3月末現在) 

区分 決定 取り下げ 否決 未処理 計 

件数 4件 1件 1件 0件 4件 

 

   地区別申込件数 

地区 大津市 草津市 野洲市 守山市 東近江市 長浜市 高島市 計 

美容業 1 1 1   1 1 4 

飲食業  1   1   2 

計 1 2 1  1 1  6 

 

（３）振興貸付等 

    振興貸付の申込状況（指導センター経由分）は次のとおりである。 

業種 件数 金額(万円) 対前年比(金額%) 

美容 5 4,370 64.3 

喫茶飲食 11 9,289 210.0 

    

 

申込総件数 

総金額 

申込総件数 申込総件数対前年比 申込総金額 申込総金額対前年比 １件当り平均 

16件 177.8 % 13,659万円 121.7 % 854万円 

 

既存、新規別状況 
区分 既存業者 独立開業者 新規開業者 計 

件数 3件 0件 13件 16件 

 

地区 大津市 草津市 守山市 野洲市 甲賀市 近江八幡市 彦根市 長浜市  計 

 9 3 1 1  1  1  16件 



 

 

９．事業活動調整員の設置ならびに分野調整等指導に関する事業 

 

（１） 「事業活動調整員制度」に基づき生活衛生営業の事業活動にかかる大企業等の紛争処理に関する調査指導、情報収

集、当事者間の自主解決の促進等に努めるため、事業活動調整員１名を設置した。 

 

 ① 当指導センターの事業活動調整員（非常勤職員）は、次のとおりである。 

 

氏名 設置年月日 職名 

廣瀬 年昭 令和３年４月 1日 滋賀県商工会議所連合会専務理事 

    

 ② 調整員が実施した本年度の具体的な調整案件としてはなかったが、生衛業の現況把握と他府県の紛争事例を研究

するとともに、大規模小売業の進出状況等、指導センターへの情報提供に努めた。 

 

（２） 多様化する紛争等に対処し的確な調整にあたるため、次のとおり滋賀県分野調整事業協議会を設置した。 

  

 ① 分野調整事業協議会の構成委員 

 

氏名 職名 備考 

小沢 道紀 立命館大学教授 学識経験者 

日爪 泰則 滋賀県中小企業団体中央会専務理事 学識経験者 

鵜飼 淳子 滋賀県地域女性団体連合会会長 消費者代表 

山本 光代 滋賀県健康推進員連絡協議会会長 消費者代表 

片岡 一郎 滋賀県クリーニング生活衛生同業組合理事長 業界代表 

上田 容弘 滋賀県すし・料理生活衛生同業組合理事長 業界代表 

宇野 臣一 滋賀県理容生活衛生同業組合理事長 業界代表 

廣瀬 年昭 滋賀県商工会議所連合会専務理事 事業活動調整員 

計 8名    （委員長 小沢 道紀、副委員長 日爪 泰則) 

 

 ② 分野調整事業協議会（予備連絡会）の開催状況は次のとおりである。 

 

日 場所 会議名 内容 

R5.3.8 ピアザ淡海 分野調整事業協議会 
他府県の分野調整状況、生衛業の全国的な業況、県内の生

衛業の業況について情報交換および協議 

 

 

１０．生衛業相談支援連絡協議会事業 

 

 日本政策金融公庫大津・彦根両支店と滋賀県生活衛生課担当者、各生活衛生同業組合役員および職員等との生衛貸付相

談支援連絡協議会を開催し、生衛貸付の改正点、生衛組合からの改善要望点、生衛貸付の事故防止等について協議した。 

 なお、本年度は日本政策金融公庫本店の鯨井部長、全国生活衛生営業指導センター鎌倉部長を迎えて貸付推進の協議を

行った。 

日 場所 会議名 内容 

R4.11.15 琵琶湖ホテル 生衛貸付相談支援連絡協議会 
生衛貸付の申込み状況・改正点等につ

いて 

 

 

１１．情報化整備に関する事業 

 

 センターに導入済である生衛業情報ネットワークのＬＡＮシステムを活用し、生衛業経営診断システム、各種名簿情報

管理、電子メール、データライブラリー、アンケート集計機能等の高度利用を推進し、経営指導員の指導体制の充実、業

務全般の処理の効率化と分散化を図った。 

 クリッピングサービス等のインターネット情報検索により、生衛業に関する多様な情報収集を促進し、生衛業情報ネッ



 

トワークのフォーラムの電子掲示板（生衛業界情報）等に掲載することで情報の広域発信と情報提供を図った。併せて、

当センターの既存のホームページを利用してセンター諸事業をはじめ県内生衛業、各生衛組合のＰＲを図るとともに、情

報公開に対応した。なお、昨年度から統合脅威管理（ＵＴＭ）を導入しており、サイバーセキュリティ対策強化を行って

いる。 

 

１２．生衛業再生特別支援事業 

 

（１） 生衛業再生支援特別相談窓口の設置 

 経営上必要な融資、税務、労務等に関する専門的知識を有する者が対応する特別相談窓口を設置し、再生可能な生衛

業者に対して専門的かつ具体的な経営改善指導を行った。 

 

 

（２） 再生支援特別研修会の開催 

 再生支援に当る専門家を補助する経営特別相談員および経営相談員の専門知識、指導技術等を更に高めるため特別

研修会を実施した。 

 

日 場所 内容 講師等 

R4.9.12 ホテルボストンプラザ草津 売上アップにつながる写真の撮り方 

フォト・パートナーズ(株)代表取

締役・中小企業診断士・MBA（経営

学修士）カメラマン 石田紀彦 

R5.1.23 
ホテルボストンプラザ草津び

わ湖 
小さくても強いお店のつくりかた 

船井総研 元 上席コンサルタント 

越境舎代表 岸本隆行 

R4.11～

R5.2 

大津、草津、甲賀、東近江（2

箇所）、彦根、長浜、高島保健

所管内で8回実施 

生衛業の集客に効果的なデジタルの

活用法 超基本編 

中小企業診断士 

（のべ8名） 

 

 

１３.生活衛生営業健康推進等事業 

 

（１） 生衛業連携促進事業 

 地域の生衛業者が商店街等と連携して、地域社会との共存や福祉などの社会的要請に応える形で、生衛業の振興を図

る。地域コミュニティ再生と生衛業の振興事業を下記のとおり実施した。 

 

日 場所 内容 出席者等 

R5.1.23 ホテルボストンプラザ草津 生衛業連携促進事業研修会 経営相談員、組合役員 

R5.3.20 日本公庫大津支店会議室 生衛業連携促進事業検討会 指導センター役員 

R5.3.27 生衛事務所会議室 生衛業連携促進事業検討会 経営相談員 

※事業検討会、地域での打ち合わせ会を各1回開催した。 

 

（２） 災害時支援体制整備等推進事業 

 災害時における生活衛生営業関係団体による支援に関する包括協定支援の体制連絡簿を更新した。 

 

（３） 飲食店健康増進普及支援事業 

 飲食店等の健康増進普及について旅館ホテル組合、すし・料理組合、喫茶飲食組合、社交飲食組合の役員、経営特別

相談員、経営相談員等を対象として研修会を開催した。 

 

 

 

日  場所 相談員 内容 

通年  
センター相談室

等 

弁護士（１名） 

税理士（１名） 

随時、センターおよび経営特別相談員で相談を受付し、弁護士、

税理士の指導助言を実施した 

日 場所 内容 講師等 

R4.7.4 琵琶湖ホテル 
小さなお店の新規客の集め方、ファンづ

くり戦略、健康経営等について 

(有)いろは代表マーケティングコンサ

ルタント 竹内 謙礼 



 

（４） 新興感染症等対策事業 

 経営相談員、特別相談員、美容組合役員等を対象に感染症対策の研修会を次のとおり実施した。併せて、指導センタ

ーホームページでの感染症情報の提供、リーフレットの配布等を通じて、生衛業者の防疫意識を高揚し、衛生水準の

向上を推進した。 

 

日 場所等 内容 講師等 

R4.9.12 琵琶湖ホテル 生衛業の感染症対策 
滋賀県衛生科学センター健

康科学情報係 小林亮太 

R4.10-

R5.2 
10会場で実施 

美容組合と共催し新型コロナウイルス感染症予防等

について講習会を実施 

センター経営指導員 

原田浩之 

 

 

１４．後継者育成支援事業 

 

（１） 「出前インターンシップ」事業を実施した。 

 生衛業の経営において課題とされている後継者確保に関する取組を支援するため、小中学校・高校の児童・生徒を

対象に、生衛業に対する職業観・勤労観の向上を図り、もって生衛業への就職を促進することを目的としたインター

ンシップ制を導入するための事業を実施した。「中学生チャレンジウイーク」の事前学習として、また「小学生キャ

リア教育」の体験学習や授業の一環として活用してもらうための出前インターンシップ等を次のとおり実施した。

（実施業種：理容、美容） 

 

出前インターンシップ等の実施状況 

日 実施場所 対象者数 内容 協力組合 

6月10日 
米原市立河南

中学校 
30 

生衛業のＰＲ、 

①接客（仕事とあいさつ）について 

②生衛業と公衆衛生:手洗いチェッカーを使って手洗

い方法について 

 

6月20日 
野洲市立篠原

小学校 
35 

生衛業のＰＲ、 

①接客（仕事とあいさつ）について 

②生衛業と公衆衛生について  

③美容のお話し・実演・体験 

美容組合 

10月4日 
愛荘町立秦荘

東小学校 
49 

生衛業のＰＲ、 

①接客（仕事とあいさつ）について 

②生衛業と公衆衛生について  

③理容のお話し・モデルウイッグによる実演・体験 

理容組合 

10月24日 
甲良町立甲良

中学校 
56 

生衛業のＰＲ、 

①接客（仕事とあいさつ）について 

②生衛業と公衆衛生について  

③美容のお話し・実演・体験 

美容組合 

11月21日 
甲賀市立甲南

第二小学校 
18 

生衛業のＰＲ、 

①接客（仕事とあいさつ）について 

②美容のお話し・実演・体験 

美容組合 

 

（２） 「カフェの学校」事業を実施した。 

 カフェを新規開業したい方、新規開業の勉強をしたい方等を対象に、「カフェの学校」を立命館大学、日本政策金

融公庫大津・彦根支店、滋賀県喫茶飲食業生活衛生同業組合および当指導センターで共催した。令和4年10月5日

から10月26日に立命館大学びわこくさつキャンパスにおいて基本講義（講師：外食店デザイナーの大西良典氏・全

5回）開催。この間、受講生は講師のアドバイスをもとに、自分たちが開業したいカフェ等の具体的な事業計画を一

人ずつ発表し、それに対する論評を日本政策金融公庫の融資担当者から受けるなどして飲食店営業についての理解

を進め、深堀した知識を身につけた。 

令和4年11月9日、16日に立命館大学びわこくさつキャンパスにおいて実践講義（講師：飲食店経営コンサルタ

ント武田秀一氏・全2回）開催。その後、12月3日・4日、12月17日・18日には商業施設「ブランチ大津京」の実

店舗（ムスラボ）で模擬営業体験を実施。受講者１６名が二班に分かれて、店舗のコンセプト作成、メニューの考案、

材料の仕入、店舗での役割分担、店舗ＲＲ、保健所での営業許可の申請、店舗での接客等を通じ、実際の飲食店の運

営や経営を体験し、非常に有意義な事業となった。 



 

１５．消費者コールセンター等事業 

 

（１） 消費者コールセンター等について 

 本年度は県内各消費者センターと連携をとって消費者問題に対応した。また、生衛組合役員ならびに特別相談員等を

対象に消費者問題に関する研修会を開催した。なお、指導センター役員等を構成員として、指導センターにおける今

後の苦情処理のあり方について検討会を、次のとおり開催した。 

 

日 場所 内容 講師等 

R4.10.30 コラボしが21 クリーニング業のクレーム対策について 
指導センター顧問弁護士 

 中井陽一 

R4.11.27 コラボしが21 クリーニング業のクレーム対策について 
指導センター顧問弁護士 

 中井陽一 

R5.3.20 
日本公庫大津支店会議

室 
消費者コールセンター等事業の検討会 

消費者コールセンター等事業

の検討会 

 

（２） 苦情処理について 

 県内の生活衛生関係営業施設の利用者・消費者から寄せられた苦情については、迅速にその内容を調査し、消費者の

利益擁護の見地から当該営業に対して適切な解決方法等の指導を行うこととなっている。 

本年度は、消費生活センターとの連携もあり６件の消費者苦情相談に対応した。また、申し出者に対しても納得のい

く説明を行い生衛業への認識を深めてもらうよう努めるとともに、必要に応じ学識経験者、消費者団体、生衛組合、

当センター職員で苦情処理委員会を構成し、実地調査等を行うこととなっている。本年度は委員会扱いの具体的な案

件としてはなかった。 

 

 

１６．生衛業の振興に関する事業 

 

  生衛業の振興ならびに活性化に資するために、次のとおり事業を実施した。 

１．営業者の自主的衛生管理の推進を図るための事業 

 生活衛生関係営業施設における自主点検結果報告を実施した。 

２．消費者サービス向上・需要開拓拡大事業 

 （1） 生衛業消費者啓発・ＰＲ事業 

消費者啓発事業（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）、生衛業PR事業（興行・社交・浴場・すし）を共催した。 

 （2） 生衛業ＩＣＴ化推進広報事業 

現在公開している指導センターのウエブサイトの拡充と管理運用、生衛業の情報データーベース機能拡充（セン

ター）、組合ＨＰの更新（すし）を行なった。 

 （3） 生衛業消費者対策・経営問題研修開催事業 

新型コロナ対策研修会（美容）、営業支援研修（理容）、経営セミナー（旅館）を共催した。 

 （4） 生衛業組織強化事業 

「美容業コンプライアンスマニュアル」増刷した。 

３．専門技術者養成確保事業 

 （1） 生衛業技術向上講習会 

技術向上講習会（美容・喫茶）を共催した。 

 （2） 生衛業コンクール事業 

競技大会（理容・美容）を共催した。 

４．経営安定および強化のための融資相談および指導事業 

 生衛貸付一般貸付推薦事務をおこなった。 

５．後継者育成事業 

 後継者資質向上研修会（旅館・喫茶）を共催した。 

 



 

１７．標準営業約款（Ｓマーク）の登録に関する事業 

 

（１）「標準営業約款審査委員会設置要綱」に基づいて次のとおり約款審査委員会を設置した。 

約款審査委員会の構成 

役職 氏名 備考 役職 氏名 備考 

会長 片岡 一郎 センター理事長 

調査員 

谷本義廣 経営指導員 

審査委員 
谷口 三男 学識経験者 山本健二 経営指導員 

村田 滋子 利用者・消費者代表 原田浩之 経営指導員 

 

なお、令和４年度の新規登録・再登録件数ならびに年度末現在の約款登録店数は次のとおり。 

業種 新規登録 再登録 業種 登録店（年度末現在） 摘要 

クリーニング業 0 0 クリーニング業 12  

理容業 0 7 理容業 239  

美容業 1 0 美容業 69  

計 1 7 計 320  

 

 

 

１８．クリーニング師等研修講習に関する事業 

 

 クリーニング業法に基づくクリーニング師研修ならびに従事者講習については、滋賀県から全国生衛指導センターが指

定され、その実務については全国生衛指導センターが当県センターに委託して次のとおり実施した。 

 

（１） クリーニング師研修とクリーニング業務従事者講習の受講者数 

 

クリーニング師研修 クリーニング業務従事者講習 

１型 19 １型 7 

２型 17 ２型 30 

計 36 計 37 

 

（２） クリーニング師研修とクリーニング業務従事者講習の実施内容 

 

 ① 第１型のクリーニング師研修とクリーニング業務従事者講習 

 

日 場所 内容 

R4.10.30 コラボしが２１ クリーニング師研修（第１型） 

 

科目 講師等 

衛生法規および公衆衛生について 元滋賀県環境衛生監視員 薬剤師 原田 浩之 

洗濯物の受取、保管および引渡しについて 関西繊維商品めんてなんす研究会 西山 誠 

洗濯物の処理、繊維および繊維製品について 関西繊維商品めんてなんす研究会 西山 誠 

※併せて、指導センター顧問弁護士 中井陽一氏による「特別科目：クリーニング業のクレーム対策」について研修した。 

 

 

（２） 標準営業約款（Ｓマーク）の広報活動として、Ｓマークを利用者に広く知っていただくため、全登録店に対して

全国センターが作成したポスターを配布するとともに、１１月の普及促進月間に併せて啓発用ティッシュペーパ

ーを作成し（本年度はクリーニング業に関する資材を作成）、消費者等へ配布し約款制度の周知啓発をはかった。 



 

日 場所 内容 

R4.11.27 コラボしが２１ クリーニング業務従事者講習（第１型） 

 

科目 講師等 

衛生法規および公衆衛生について 元滋賀県環境衛生監視員 薬剤師 原田 浩之 

洗濯物の受取、保管および引渡しについて 関西繊維商品めんてなんす研究会 西山 誠 

洗濯物の処理、繊維および繊維製品について 関西繊維商品めんてなんす研究会 西山 誠 

※併せて、指導センター顧問弁護士 中井陽一氏による「特別科目：クリーニング業のクレーム対策」について研修した。 

 

 ② 第２型（通信制）のクリーニング師研修とクリーニング業務従事者講習 

 

R4.12.14 修了証書交付年月日 クリーニング師研修（第２型） 

R5.1.24 修了証書交付年月日 クリーニング業務従事者講習（第２型） 

 

 

１９．全国生衛指導センターからの委託調査等に関する事業 

 

（１） 全国指導センターの委託を受けて、生衛業に関する次の調査等を実施した。 

 

生衛業

経営状

況調査 

この調査は、生衛業における月次の経営状況について定期的・定点的に調査把握し、情報提供していくこと

により、個々の生営業者が経営を行う判断材料として、また、生衛業に関する今後の施策の検討材料として

いくことをもって、生衛業の振興および経営の安定化を図ることを目的に実施した。生衛業９業種から 70

件を抽出し、経営指導員３名が調査を実施し全国指導センターに報告した。 

生衛業 

景況調

査 

この調査は、生衛業の設備投資ならびに景気動向等を定期的に把握するとともに、日本政策金融公庫の資金

需用の予測等に役立てるためのもので、生衛業10業種から70件を抽出し、年４回、経営指導員３名が実施

し全国指導センターに報告した。 調査実施延べ件数年間280件 

 

（２） 全国指導センターの委託を受けて、生活衛生営業経営支援緊急対策事業を実施した。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により経営悪化した生衛業者への支援体制を構築し、公的支援等の活用促進を

通じた生衛業者に対する緊急支援として、生衛業者からの幅広い相談に対応するため専門相談窓口を開設し、事業継

承や経営再建に取り組む生衛業者及び生衛業界を早期に再生軌道に導くことを目的に実施し全国指導センターに報

告した。 

 

個別相談窓口開設 

社会保険労務士、中小企業診断士、税理士、弁護士、経営特別相談員、経営相談員等と連携して

生衛業者に対する個別相談・経営指導等を実施した。 

個別相談・指導対応件数（延べ回数）４４件 

 

個別相談・指導件数の内訳 

相談・指導内容 相談・指導件数 

(1) 国の支援施策の利用・申請等の相談・指導 18 

(2) 都道府県・市町村の支援施策の利用・申請等の相談・指導 11 

(3) 生活衛生貸付等融資に関する相談・指導 13 

(4) コロナ禍における経営相談 32 

(5) その他 0 

 

 



 

（３） 全国指導センター（厚生労働省）の委託を受けて、「生活衛生関係営業デジタル化推進モデル事業」の一環として、

ＳＮＳを利用した銭湯ＰＲ事業を実施した。 

 令和4年9月から12月にかけて、「平成生まれの学生さんよ、昭和の銭湯を令和につないでくれんかのう」という

キャッチコピーで、大学生等の協力を得て、ＳＮＳ（インスタグラム）を利用して地元お風呂屋さんのＰＲ事業を実

施した。立命館大学生を中心に4つの大学等の学生約10名に呼び掛けて、大津市内の8銭湯に実際に入浴してもら

い、その魅力などをインスタグラムに投稿して、大津市内近辺の若年層の新規客確保とリピーター増を図るという取

り組みを行った。インスタグラム上に作成した「大津のお風呂屋さん」へ学生が各銭湯の情報をアップしたデータを

もとにホームページ「大津銭湯めぐり」を立ち上げ、インスタグラムと連携してフォロワー等に拡散するとともに、

「大津銭湯めぐり」の小冊子を印刷して各銭湯や大学等に配布してＰＲした。 

 

 

２０．広報に関する事業 

 

（１） 令和４年１０月１日現在の生活衛生団体役職員名簿を発行した。 

 

（２） 県民の消費生活安定向上を図るため、生衛業における料金や営業方法に関する情報、適正な料金で良質なサービ

スを提供する施設の案内等についての問合せを電話等で受けて随時消費者・利用者に提供した。また、ホームペ

ージのホットトピックスで県内生衛業に関する様々な情報を提供した。 

 

 

２１．滋賀県総務課の指導を得ながら公益財団法人として遺漏なきよう法人の適正運営に努めた。 

 

特定個人情報（マイナンバー）についても適正に管理した。 

 

 

２２．理容師美容師試験等に関する事業 

 

 公益財団法人理容師美容師試験研修センター近畿事務所が実施する理容師美容師国家試験ならびに管理理容師・管理美

容師資格認定講習について、原田経営指導員を試験監督員として派遣するなど業務推進に協力した。 

 

 

２３．前各号に付帯する事業ならびにその他について 

 

（１） 全国生活衛生指導センターが行う衛生水準確保・向上事業に協力実施した。 

 

日 場所 内容 

R5.1.23 
ホテルボスト

ンプラザ草津 

若手・後継者・組合事務局・役員等を対象に業種横断的な「生衛組合活性化塾」を開

催。生衛組合の将来を担う若手やリーダー等の人材の確保・育成等を図り、もって生

衛組合の組織強化、組合活動の活性化等に資することを目的に実施した。 

 

（２） 全国生活衛生指導センターが行う収益力確保事業、デジタル化推進モデル事業に協力実施した。 

 

（３） 生活衛生同業組合指導事業として、単位組合が実施する各種の事業ならびに振興計画の促進に対し指導助言を行っ

た。 

 

（４） 生衛業者の税務の取扱いのため、大津納税協会との連係を密にした。 

 

（５） 生衛協会、浴場各生活衛生同業組合の事務の一部を当指導センター事務局が受託実施した。（出向分担事務） 

 

（６） 税理士山本哲郎氏より税務の実務について指導を受けた。 

 

（７） その他、前各号に付帯する事業を実施した。 

 



 

 

付 表            公益財団法人 滋賀県生活衛生営業指導センター   歴代役員 

 理事長 副理事長 専務理事 理事 会計理事 監事 経営指導員 

S55. 

11.7 
中小路 清 

杉本秀男 

平田正和 
岡崎義勝 

桃井 博 佐藤伝三郎 島川栄市  

万里川次男 牧田義昌 
川田 尚 

新 昇司 須藤延次

郎 酒井喜祐 

岡崎義勝 

平田正和 

S56. 

3.31 
中小路 清 

杉本秀男 

平田正和 
岡崎義勝 

桃井 博  佐藤伝三郎 島川栄市 

万里川次男 牧田義昌 野村 奨 
川田 尚 

新 昇司 須藤延次

郎 酒井喜祐 

岡崎義勝 

平田正和 

S57. 

3.31 
中小路 清 

杉本秀男 

平田正和 
岡崎義勝 

桃井 博 佐藤伝三郎 島川栄市 

角田孫四郎 牧田義昌 野村 奨 
川田 尚 

新 昇司 須藤延次

郎 酒井喜祐 

岡崎義勝 平田 

正和 谷本義廣 

S58. 

3.31 
中小路 清 

杉本秀男 

平田正和 
岡崎義勝 

角田孫四郎 須藤延次郎 島川 栄市 

佐藤伝三郎 牧田義昌 日比野 通弘 
川田 尚 

雨宮真一 高橋是道 

小玉梅次 

岡崎義勝 平田 

正和 谷本義廣 

S59. 

3.31 
中小路 清 

杉本秀男 

平田正和 
岡崎義勝 

角田孫四郎 須藤延次郎 島川栄市 佐

藤伝三郎 牧田義昌 日比野 通弘 
川田 尚 

雨宮真一 高橋是道 

小玉梅次 

岡崎義勝 平田 

正和 谷本義廣 

S60. 

3.31 
中小路 清 

杉本秀男 

平田正和 
岡崎義勝 

角田孫四郎 須藤延次郎 島川栄市 佐

藤伝三郎 牧田義昌 日比野 通弘 
川田 尚 

雨宮真一 高橋是道 

小玉梅次 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

S61. 

3.31 
杉本秀男 

平田正和 

角田孫四郎 
岡崎義勝 

山田一男 須藤延次郎 島川栄市 佐藤

伝三郎 牧田義昌 日比野通弘 
川田 尚 

雨宮真一 高橋是道 

小玉梅次 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

S62. 

3.31 
杉本秀男 

平田正和 

角田孫四郎 
岡崎義勝 

山田一男 須藤延次郎 島川栄市 佐藤

伝三郎 牧田義昌 日比野 通弘 
川田 尚 

雨宮真一 高橋是道 

小玉梅次 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

S63.

3.31 
平田正和 

角田孫四郎 

須藤延次郎 
岡崎義勝 

山田一男 杉本秀男 島川栄市 佐

藤伝三郎 堀井昭典 日比野通弘 
川田 尚 

雨宮真一 高橋是道 

小玉梅次 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

H 1. 

3.31 
須藤延次郎 

川田 尚 

池田 滋 
岡崎義勝 

佐藤伝三郎  杉本秀男 酒井喜祐 

堀井昭典 谷口健一  島川栄市 
川西 昇 

雨宮真一 高橋是道 

岸本雅巳 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

H 2. 

3.31 
須藤延次郎 

川田 尚 

池田 滋 
岡崎義勝 

佐藤伝三郎  杉本秀男 酒井喜祐 

堀井昭典 谷口健一  島川栄市 
川西 昇 

岸本雅巳 中道清房 

八田和芳 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

H 3. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

堀井昭典 
岡崎義勝 

岸本雅巳  川西 昇 谷口健一 

須藤延次郎 島川栄市 酒井喜祐 
藤塚利雄 

中道清房 八田和芳 

桃井 晋 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

H 4. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

谷口健一 
岡崎義勝 

岸本雅巳  川西 昇 角 沙門 

須藤延次郎 島川栄市 酒井喜祐 
藤塚利雄 

中道清房 八田和芳 

桃井 晋 

岡崎義勝 谷本 

義廣 住吉達男 

H 5. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

谷口健一 

岡崎義勝 

谷本義廣 

岸本雅巳  川西 昇 角 沙門 

須藤延次郎 市川 昇 酒井喜祐 
藤塚利雄 

中道清房 八田和芳 

桃井 晋 

岡崎義勝 谷本 

義廣 馬場定雄 

H 6. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

谷口健一 

岡崎義勝 

谷本義廣 

岸本雅巳  川西 昇 角 沙門 

須藤延次郎 市川 昇 酒井喜祐 
藤塚利雄 

中道清房 八田和芳 

桃井 晋 

岡崎義勝 谷本 

義廣 馬場定雄      

H 7. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

谷口健一 
谷本義廣 

岸本雅巳  川西 昇 角 沙門 

須藤延次郎 市川 昇 菅本謙次 
藤塚利雄 

八田和芳 桃井 晋 

村田滋子 

谷本義廣 馬場 

定雄 山本健二  

H 8. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

谷口 健一 
谷本義廣 

岸本雅巳  川西 昇 角 沙門 

須藤延次郎 市川 昇 菅本謙次 
藤塚利雄 

八田和芳 桃井 晋 

村田滋子 

谷本 義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H 9. 

3.31 
川田 尚 

池田 滋 

谷口 健一 
谷本義廣 

岸本雅巳  川西 昇 角 沙門 

須藤延次郎 市川 昇 菅本謙次 
藤塚利雄 

八田和芳 桃井 晋 

村 滋子 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H10. 

3.31 
谷口健一 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

岸本雅巳 川西 昇 須藤延次郎 

高橋良一 菅本謙次  長谷昇司 
大矢 修 

村田滋子 苗村 淳 

山下重一 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H11. 

3.31 
谷口健一 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

川西 昇 須藤延次郎 高橋良一 

菅本謙次 長谷昇司 西村重夫 
大矢 修 

村田滋子 苗村 淳 

山下重一 

谷本義廣 山本 

健二 三露 ふみ 

H12. 

3.31 
谷口健一 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

川西 昇 須藤延次郎 山村英二 

菅本謙次 長谷昇司 西村重夫 
大矢 修 

村田滋子 苗村 淳 

山下重一 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H13. 

3.31 
谷口健一 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

川西 昇 須藤延次郎 菅本謙次 

長谷昇司 西村重夫 山村英二 
大矢 修 

村田滋子 苗村 淳 

山下重一 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H14. 

3.31 
谷口健一 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

川西 昇 須藤延次郎 菅本謙次 

長谷昇司 西村重夫 山村英二 
藤本 武 

村田滋子 苗村 淳 

山下重一 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H15. 

3.31 
川西 昇 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

谷口健一 長谷昇司 西村重夫 

山村英二 松田栄晃 多賀健治 
藤本 武 

苗村 淳 山下重一 

長井幸雄 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H16. 

3.31 
川西 昇 

藤塚 利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

谷口健一 長谷昇司 山村英二  

松田栄晃 多賀健治 朝比奈光夫 
藤本 武 

苗村 淳 山下 重

一 長井 幸雄 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H17. 

3.31 
川西 昇 

藤塚利雄 

角 沙門 

谷本 義

廣 

谷口健一 長谷昇司 山村英二  

松田栄晃 多賀健治 朝比奈光夫 
藤本 武 

苗村 淳 山下重一 

長井幸雄 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H18. 

3.31 
川西 昇 

藤塚利雄 

角 沙門 
谷本義廣 

谷口健一 長谷昇司 山村英二  

松田栄晃 多賀健治 朝比奈光夫 
藤本 武 

苗村 淳 山下重一 

山本清蔵 

谷本義廣 山本 

健二 三露ふみ 

H19. 

3.31 
川西 昇 

角 沙門 

多賀健治 
谷本義廣 

谷口健一 長谷昇司 山村英二  

朝比奈光夫 辻 眞一 西村松彦 
宇野昌弘 

山下重一 山本清蔵 

谷澤 昭  

谷本義廣 山本 

健二 谷口三男 

H20. 

3.31 
川西 昇 

多賀健治 

西村松彦 
谷本義廣 

谷口健一 長谷昇司 辻 眞一 

佐藤良治 中江義孝 松本 智 
宇野昌弘 

山下重一 山本清蔵 

谷澤 昭  

谷本義廣 山本 

健二 谷口三男 



 

H21. 

3.31 
川西 昇 

西村松彦 

佐藤良治  
谷本義廣 

谷口健一 長谷昇司 辻 眞一 

中江義孝 松本 智 村田滋子 
宇野昌弘 

山下重一 山本清蔵 

谷澤 昭  

谷本義廣 山本 

健二 谷口三男 

H22. 

3.31 
川西 昇 

西村松彦 

佐藤良治  
谷本義廣 

谷口健一 辻 眞一 中江義孝 

松本 智 村田滋子 玄田宗七 
五十嵐喜一 

山本清蔵 谷澤 昭 

片岡 一郎 

谷本義廣 山本 

健二 谷口三男 

H23. 

3.31 
辻 眞一 

西村松彦 

佐藤良治  
谷本義廣 

谷口健一 中江義孝 松本 智 

村田滋子 玄田宗七 林田佐世子 
五十嵐喜一 

山本清蔵 谷澤 昭 

片岡 一郎 

谷本義廣 山本 

健二 谷口三男 

H24. 

3.31 
辻 眞一 

西村松彦 

佐藤良治  
谷本義廣 

谷口健一 中江義孝 松本 智 

玄田宗七 林田佐世子 津田清一 
五十嵐喜一 

山本 清蔵 谷澤 昭 

片岡 一郎 

谷本義廣 山本 

健二 木野光雄 

H25. 

3.31 
玄田宗七 

津田清一 

片岡一郎 
谷本義廣 

佐藤良治 中江義孝 松本 智  

上田容弘 吉田信幸 谷澤 昭 
五十嵐喜一 

山本清蔵 村井義生 

門 康輔 

谷本義広 山本 

健二 木野光雄 

H26. 

3.31 
玄田宗七 

津田清一 

片岡一郎 
谷本義廣 

佐藤良治 中江義孝 松本 智  

上田容弘 吉田信幸 谷澤  昭 
五十嵐喜一 

山本清蔵 村井義生 

門 康輔 

谷本義廣 山本 

健二 木野光雄 

H27. 

3.31 
玄田宗七 

津田清一 

片岡一郎 
谷本義廣 

佐藤良治 中江義孝 松本 智  

上田容弘 吉田信幸 谷澤 昭 
五十嵐喜一 

山本清蔵 村井義生 

門 康輔 

谷本義廣 山本 

健二 木野光雄 

H28. 

3.31 
片岡一郎 

津田清一 

上田容弘 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 吉田信幸  

谷澤 昭 山本清蔵 大橋外美 

西川俊生 

五十嵐喜一 
村井義生 門 康輔 

高橋隆治 

谷本義廣 山本 

健二 木野光雄 

H29. 

3.31 
片岡一郎 

津田清一 

上田容弘 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 吉田信幸  

谷澤 昭 山本清蔵 大橋外美  

西川俊生 

五十嵐喜一 
村井義生 門 康輔 

高橋隆治 

谷本義廣 山本 

健二 木野光雄 

H30. 

3.31 
片岡一郎 

津田清一 

上田容弘 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 吉田信幸  

谷澤 昭 山本清蔵 大橋外美 

西川俊生 

五十嵐喜一 
村井義生 門 康輔 

高橋隆治 

谷本義廣 山本 

健二 木野光雄 

H31. 

3.31 
片岡一郎 

津田清一 

上田容弘 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 山本清蔵  

大橋外美 西川俊生 宇野臣一 

井上良夫 

五十嵐喜一 
村井義生 高橋隆治 

池田正男 

谷本 義廣 山本 

健二 原田 浩之 

R2. 

3.31 
片岡一郎 

津田清一 

上田容弘 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 大橋外美  

西川俊生 宇野臣一 井上良夫  

前川為夫 

五十嵐喜一 
村井義生 池田正男 

藤本光義 

谷本義廣 山本 

健二 原田浩之 

R3. 

3.31 
片岡一郎 

津田清一 

上田容弘 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 大橋外美  

西川俊生 宇野臣一 井上良夫  

前川為夫 

五十嵐喜一 
村井義生 池田正男 

藤本光義 

谷本義廣 山本 

健二 原田浩之 

R4. 

3.31 
片岡一郎 

上田容弘 

宇野臣一 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 井上良夫  

前川為夫 水長秀行 岡山光雄  

西村和英 

川田洋士 
村井義生 池田正男 

藤本光義 

谷本義廣 山本 

健二 原田浩之 

R5. 

3.31 
片岡一郎 

上田容弘 

宇野臣一 
谷本義廣 

松本 智 玄田宗七 井上良夫  

前川為夫 水長秀行 岡山光雄  

西村和英 

川田洋士 
村井義生 池田正男 

藤本光義 

谷本義廣 山本 

健二 原田浩之 
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 議長 副議長 評議員 

H12.3.31 牧田 稔 万里川次男 
辻 眞一 朝比奈光夫 木村義郎 吉田信幸 片岡昭芳 中江義孝   

多賀健治 竹村春由 山本健二 

H13.3.31 牧田 稔 万里川次男 
辻 眞一 朝比奈光夫 木村義郎 吉田信幸 片岡昭芳 中江義孝  

多賀健治 竹村春由 山本健二 

H14.3.31 牧田 稔 万里川次男 
辻 眞一 朝比奈光夫 木村義郎 吉田信幸 片岡昭芳 多賀健治  

竹村春由 川西良雄 山本健二 

H15.3.31 辻 眞一 万里川次男 
朝比奈光夫 木村義郎 吉田信幸 片岡昭芳 竹村春由 川西良雄  

中橋勇一 西川秀夫 山本健二 

H16.3.31 辻 眞一 吉田信幸 
片岡昭芳 竹村春由 川西良雄 木村耕次 米谷松二 中川加津子   

片岡哲司 三ツ矢 隆敏 山本健二 

H17.3.31 辻 眞一 吉田信幸 
片岡昭芳 竹村春由 川西良雄 木村耕次 米谷松二 中川加津子   

片岡哲司 三ツ矢隆敏 山本健二 

H18.3.31 辻 眞一 吉田信幸 
片岡昭芳 竹村春由 木村耕次 米谷松二 中川加津子 片岡哲司   

三ツ矢隆敏 小西基晴 山本健二 

H19.3.31 吉田信幸 木村耕次 
片岡昭芳 竹村春由 米谷松二 中川加津子 片岡哲司 三ツ矢隆敏   

小西基晴 野口廣一 山本健二 

H20.3.31 吉田信幸 木村耕次 
片岡昭芳 竹村春由 米谷松二 中川加津子 片岡哲司 三ツ矢隆敏   

小西基晴 野口廣一 山本健二 

H21.3.31 吉田信幸 木村耕次 
片岡昭芳 竹村春由 米谷松二 中川加津子 片岡哲司 三ツ矢隆敏   

小西基晴 野口廣一 山本健二 

H22.3.31 吉田信幸 木村耕次 
片岡昭芳 竹村春由 米谷松二 片岡哲司 三ツ矢隆敏 小西基晴   

宇野臣一 北川貞夫 山本健二 

H23.3.31 吉田信幸 木村耕次 
片岡昭芳 竹村春由 米谷松二 片岡哲司 小西基晴 宇野臣一  

北川貞夫 樋口久雄 山本健二 

H24.3.31 吉田信幸 木村耕次 
片岡昭芳 竹村春由 片岡哲司 小西基晴 宇野臣一 北川貞夫   

樋口久雄 越前正弘 山本健二 

H25.3.31 片岡昭芳 竹村春由 
片岡哲司 小西基晴 宇野臣一 北川貞夫  樋口久雄 越前正弘  

高瀬伊佐雄 安田浩彦 山本健二 

H26.3.31 片岡昭芳 竹村春由 
片岡哲司 小西基晴 宇野臣一 北川貞夫 樋口久雄 越前正弘 高瀬伊佐雄 

安田浩彦 

H27.3.31 片岡昭芳 竹村春由 
片岡哲司 小西基晴 宇野臣一 北川貞夫  樋口久雄 越前正弘  

高瀬伊佐雄 安田浩彦 

H28.3.31 片岡昭芳  
小西基晴 宇野臣一  樋口久雄 高瀬伊佐雄 安田浩彦 前川禮子 山崎公士 

菅本寿美 深田昌造 

H29.3.31 片岡昭芳  
小西基晴 宇野臣一  樋口久雄 高瀬伊佐雄 安田浩彦 前川禮子 山崎公士 

菅本寿美 深田昌造 

H30.3.31 片岡昭芳  
小西基晴 宇野臣一  樋口久雄 高瀬伊佐雄 安田浩彦 前川禮子 山崎公士 

菅本寿美 深田昌造 

H31.3.31 片岡昭芳  
小西基晴  樋口久雄 安田浩彦 前川禮子 山崎公士 菅本寿美 深田昌造 

北條利幸 木村洋士 

R2.3.31 片岡昭芳  
小西基晴  樋口久雄 安田浩彦 前川禮子 菅本寿美 深田昌造 北條利幸 

木村洋士 金子博美 河尻俊一 

R3.3.31 片岡昭芳  
小西基晴  樋口久雄 安田浩彦 前川禮子 菅本寿美 深田昌造 北條利幸 

木村洋士 金子博美 河尻俊一 

R4.3.31 片岡昭芳  
小西基晴  樋口久雄 安田浩彦 前川禮子 菅本寿美 深田昌造 北條利幸 

木村洋士 金子博美 河尻俊一 

R5.3.31 片岡昭芳  
小西基晴  安田浩彦 前川禮子 菅本寿美 深田昌造 北條利幸 木村洋士 

金子博美 河尻俊一 

 


